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１．研究成果の概要 

最近の Covid-19 対策，SDGs 経営などの複雑な社会技術課題（Socio-Technical Problems）は，関与

者間の関係性，あるいは自然物・人工物の関連性において，矛盾を含むことが多く，技術的な観点と社会

的な観点の両方から考察する必要がある．本研究では，これに，社会シミュレーションなどに盛んに用い

られるエージェントモデリングと，ビジネス教育などに利活用されているゲーミングモデリングとを採

用する．そして両技術を統合し，コンピュータシステムと意思決定当事者が同時に問題解決に参画できる

枠組みの確立をめざした研究を実施した．本年の研究報告例には、歴史学・考古学におけるエージェント

モデリングの可能性の提案、ビジネスケースの相互比較をエージェントモデルにより実施する研究、大規模

エージェントモデリングのフレームワーク構築に関する研究などが含まれる。 
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